


手酌こお答えします。
●毎日、自転車通学（遠賀川駅まで）して
いる学生です。ゆめタウン～役場～ロー

ソン間に街灯が少なく特に午後8時以降

は真っ暗なので危ない目にあいそうでと
ても心配です。街灯を増設してください。

易福岡県土木事務所に要望を提出しました。

●馬頭岳ハイキングに出かけました。台風の後でしたので、木 

の枝が折れ、登山道に散乱していました。その中に、大きな 

丸太で作った案内の標識までたおれており、初めて登る私と 

しては左折しなければならないところ、直進してしまいまし 
た。当然ながら、後戻りしなければならなくなりました。 

田案内板を確認して、対応しました。 

7月にご意見箱を穀箇してから、たくさん

のご意見ご要望を受け取り、みなさんの遠賀

町に対する熱い思いを感じています。その中

で、公開できるご意見をいくつか公開します。

●住宅の近くに側溝がありますが、フェン
スもふたも何もありません。小学生の子

とも達が歩いていると落ちるのではない

かと心配です。ガードレールかフェンス

を取り付けてください。

□今後、住宅密集地内で水路幅1メートル

以上の箇所については、地元の要望を区

長さんに取りまとめていただき、予算の

範囲内で、ガードレールやフェンス等の

設置を検討します。ただ、道路の幅が狭
く、柵などを設置することで車輌などの

通行が困難になる場合は、近隣住民及び

区との協議が必要で、登った箇所から設
置することになります。

●燃えない大型ゴミの収集金額の決め方は現品を見てからに 
してください。 

□粗大ゴミの受付は、現在、電話だけで受け付けています。 

粗大ゴミは、大きさや品目で500円と1，000円の2つがあ 

リますが、受け付けるときは、品目だけで決めずに、大き 

さや一人で持てるがを聞き取り確認してから、料金を決め 

ています。また、ものによっては、小分けにして燃えるゴ 

ミ、燃えないゴミで出す方法もお知らせしています。 

●町営プールを作って欲しい。

囲プールを作って管理するに

は莫大な費用がかかります
ので、現在は町営プールの

建設計画はありません。そ
のため、小学生児童を対象
に学校のプールを開放して
いますのでご利用ください。

●役場横の武道場の駐車場

が雨降り時大きな水溜り

ができていつも困ってい

ます。子とも達力いつも

ぬれていますので整備し

てください。

○補修します。

●公園にすべり台かおもしろい遊具をもう少し作ってください。 

□児童のみなさんが利用している小規模な公園は、すべり台、遊具、砂場な 

どの整備を各区の区長さんを通じて地元の意見を聞き、予算や安全面、利 

馬面を考えながら進めています。具体的な位置や遊具の種類は、地元で話 
し合って部市計画課に意見要望をお願いします。 

●ポイ捨てが多い。 

漢広報でポイ捨て禁止のお願いをしていきます。 

また、特定の場所であれば現地確認の後、立春 

板を設置するなど対応を検討していきます。 

●日中に自宅などでゴミを燃やす人が多く困っています。 

□本当に、小さなお子さんがいる家庭や、窓を開けられない、 

臭いが洗濯物に付着するなど困っている人がたくさんいま 

す。役場からも広報や回覧でゴミを燃やさないようお願い 
していますが、今後も語極的に啓発していきますのでご理 

解ください。 

●「不法広告」の撤去をしてください。 

細広告の撤去は、県から委託料をもらって年1 

回集中的に行なっていますが、後を絶たない 
のが現状です。今後、撒去回数を増やすため 

にも県へ委託料の増額を要望し、また、違法 

広告物の取締りを強めていきます。 
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●土日も役場を開けて欲しい。

音土日の役場開庁は今の段階では

穀しいです。まず、昼休みの開
庁を検討しています。また、土

日に利用できる、住民票や印鑑
証明等の自動交付機などから検
討していきたいと思っています。

ご意見箱・町長への

●お昼休みに電話を取り次いで欲しい。 

□昼休みに担当者へ電話を取り次がなかったのi 

は、担当者が席にいなかったのを確認したた めと思われますが、連絡先を聞いて折り返し の連絡など具体的な対応をしていきます。 

●ふれあいの里の入浴時闇を夕方7時まで
延長して欲しい。

□7月、8月に試行的に午後8時まで利用

時問を延長しています。その利用状況に
よって、今後の利用時問の延長を考えて

いきたいと思っています。

●地区公民館利用者、特に集団競技を
されている方で壷でお越しの方は、

氏家のない側に駐車するか、公民館

の駐車場を利用してください。

囲周囲の迷惑にならない駐車のお願い

と公園の使い方のマナーについての

看板をつけました。

●中央公民館にある調理台では電気オープンが使えません。 

ガスオープンつきの設備の良い調理室を作って欲しい。 

田中央公民館の調理室には電気オーブンレンジは3台あ 

リますが、電気容畠の関係でコンセントを使い分けれ 

ぱ使うことが可能です。調理室にも黒板の横に電源の 

使い方を貼っていますが、分からないことは直接軍務 
室にお尋ねください。また、ガスオーブンは中央公民館の 

建て替え時に検討しますので、しばらくお待ちください。 

たくさんのご意見をありがとうございました。しかし、

残念なことに、大半が無記名で、意見を記入してあって

も、住所や名前がわからないために、具体的な場所や、

内容などをお聞きすることができません。

お名前を公表することはありませんのぞ、可能な限り

住所・名前の記入をお願いします。

今後も、町政に対する多くのご意見・こ要望をお待ち

しています。

●問い合わせ　企画調整係

3（の

●役場の前にある掲示板に掲示されて
いる書類などは表面は外から見られ

るが、重なっている場合は見られない。

田指示板の鍵は開いていますので、い
つでも見られるようになっていま

す。掲示板の分かりやすいところに

その旨を表示しました。

●雨が障ってきたときに濡れてしまう
ので、ふれあいの里の駐車場側の入

り口をあけて欲しい。

○ふれあいの里センターの入館時に、
入館料をいただいていますので、入

り口を1箇所で行なっています。

●図書館の本の検索にマウスをつけてください。 

○子どもからお年寄りまで譜でも使えるように、 

マウスの操作より簡単な画面を手で触るクツ 

チパネル方式を採用しています。残念ながら、 

現存マウスの導入予定はありません。 

●図書館の開館時間を延長し

て欲しい。

圏現存、第2・4金曜日は8

時まで開館しています。し

かし、夕方6時以降の利用

害は少ないため、延長日を

増やす予定はありません。

●図書館の自動販売機を増やして欲しい。 

S現在2台ありますが、スペース的にもこれ以 

上の設置は困難な状態です。 

●図書館に公衆電話をつけてください。 

音来年4月以降に取り付ける予定です。予算など 

の関係がありますので、設置までに時間がかか 

リご迷惑をおかけしますがしばらくお待ちくだ 
さい。設置するまでは、騎員に一声かけていた 

たいて、図害館事務室の電話をご利用ください。 
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う
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薬
の
正
し
く
上
手
な
使
い
方

病
気
や
け
が
の
治
療
に
欠
か
せ
な
い
薬
。
薬
は
正
し
く
使

っ
て
初
め
て
病
気
を
治
す
手
助
け
に
な
り
ま
す
。
使
用
方
法

を
間
違
え
る
と
、
効
か
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
時
と
し
て
副

作
用
な
ど
が
現
れ
、
体
の
害
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

毎
年
1
0
月
1
7
日
か
ら
約
日
に
実
施
さ
れ
る
「
薬
と
健
康
の

週
間
」
は
、
薬
の
も
つ
特
質
や
そ
の
使
用
取
り
扱
い
、
薬
剤

師
の
役
割
に
関
す
る
正
し
い
認
識
を
広
く
国
民
の
間
に
浸
透

さ
せ
、
国
民
の
保
健
衛
生
の
維
持
・
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
一
度
、
薬
の
正
し
い
使
い
か
た
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

霞
の
睡
鰯

日
本
は
国
民
一
人
当
り
の
薬
の
消
費

量
が
多
い
国
で
す
。
平
均
す
る
と
一
人

あ
た
り
に
処
方
さ
れ
る
薬
は
5
～
6
種

類
も
あ
り
、
医
療
費
全
体
に
占
め
る
割

合
も
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
割
に
は
薬
の
内
容
が
理

解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
薬
に
対
し
て
不
安

を
抱
い
た
り
、
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
ま
ず

に
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
薬
は
病
気
を
治
す
の
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
が
、
使
い
方
を
誤
る
と

効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
副
作
用
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
薬
は
正
し

く
使
っ
て
こ
そ
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

（
＝
胤
『
閏

口
か
ら
飲
む
薬
で
、
胃
で
溶
け
て
小

腸
か
ら
吸
収
さ
れ
効
果
を
発
揮
す
る
。

壁
書
臆
墓

ほ
と
ん
ど
は

直
腸
に
挿
入

し
て
腸
の
粘

膜
か
ら
吸
収

さ
れ
る
。

∴
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特
殊
な
器
具
を
使
っ
て
、
細
か
い
粒

子
状
の
薬
を
ロ
か
ら
吸
い
込
み
、
気

道
の
粘
膜
に
直
接
吸
着
す
る
。
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皮
膚
に
貼
り
付
け
て
、
皮
膚
か
ら
吸

収
さ
せ
る
「
貼
付
薬
」
、
湿
疹
や
炎
症

の
部
位
に
塗
る
「
軟
膏
」
、
目
に
点
す

「
点
眼
薬
」
、
「
う
が
い
薬
」
な
ど
。



「飲み台わせ」

「色へ合わせ」

って何？

数種類の薬を併せて飲むと、薬の

効き方が強くなったり、弱くなった

りする場合があります。これを薬の

「飲み合わせ」といいます。また、

薬と食べ物によっても「食べ合わせ」

ということが起こったりします。

実際は、飲み合わせや食べ合わせ

による問題はそれほど多くなく、相

性の悪い薬同士や食品を一緒に食べ

たからといって、必ず相互作用が起

こるわけではありません。ただし、

相互作用が起こってしまうと重大な

事態を引き起こすことがあります。

そうした危険を避けるために薬の

飲み合わせや食べ合わせに注意しな

ければいけないのです。これらは自

分の飲んでいる薬の内容を知るこ

と、医師や薬剤師の指示を守ること

に気を配っておけば、自分で防げる

ものなのです。

診察のときに、別の病気の治療薬

や常用薬と処方される薬との「飲み

合わせ」「食べ合わせ」について情

報を聞いておきましょう。

正しい脇眉時局を

守りましょう
鵜服用時間鵜

▽食　前　食事のおよそ30分前に息綿i

▽食直前　食事のすぐ前に服用

▽食直後　食事のすぐ後に服用

▽食　後　食事のおよそ30分後に月明i

▽食　間　食事と食事の間の空腹時、

食事のおよそ2時間後に月朗i

※食事の最中ではないので注意

▽渡る前　就寝のおよそ30分前に月朋i

▽3時間ごと　食事に関係なく3時間

ごとに服用

▽頓　服　症状が出たときのみ服用

（痛みや便秘、不眠など）
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霞
の
配
し
一
い

腸
用
法

▽
説
明
書
を
よ
く
読
み
用
法
や
用
量
を
守
る

▽
医
師
、
薬
剤
師
か
ら
の
説
明
を
よ
く

聞
き
、
注
意
を
守
る

▽
薬
の
量
を
勝
手
に
増
や
し
た
り
減
ら

し
た
り
し
な
い

▽
ア
ル
コ
ー
ル
と
一
緒
に
飲
ま
な
い

（
特
に
睡
眠
薬
、
鎮
痛
剤
）

▽
薬
を
飲
ん
で
何
か
の
症
状
が
あ
っ
た

ら
医
師
に
伝
え
る

▽
薬
が
食
道
に
貼
り
つ
か
な
い
よ
う
に
、

上
半
身
を
起
こ
し
た
状
態
で
コ
ッ
プ

一
杯
の
水
と
一
緒
に
飲
む

▽
飲
み
忘
れ
た
ら
医
師
や
薬
剤
師
の
指

示
に
従
う

▽
他
の
人
に
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
ま
な

い
、
他
の
人
に
あ
げ
な
い

▽
複
数
の
薬
を
飲
む
と
き
は
、
説
明
書

を
持
参
し
医
師
に
相
談
す
る

▽
　
「
飲
み
合
わ
せ
」
　
「
食
べ
合
わ
せ
」
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
飲
ん
で
い
る
薬
の

内
容
を
知
る

鯨
福
藩

必
ず
医
師
や
薬
剤
師
の
指
示
ど
お
り

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
指
示
が
な

い
場
合
は
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
や

高
温
多
湿
の
場
所
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

液
剤
　
（
水
薬
）
　
は
雑
菌
が
入
っ
て
変
質

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
1
回
ご
と
に

別
の
容
器
に
移
し
て
飲
み
、
残
り
は
冷

蔵
庫
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

国
権
駒
を

閲
繊
態

薬
は
治
療
に
効
果
が
あ
る
作
用
と
同

時
に
副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
、

自
己
判
断
せ
ず
、
す
ぐ
に
医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
（
発
熱
、
発
疹
、

腹
痛
、
不
整
脈
、
だ
る
さ
、
黄
症
、
手

足
の
し
び
れ
、
冷
や
汗
な
ど
）

態
愚
が

駿
聾
嫁
入

妊
娠
中
の
人
、
授
乳
中
の
人
、
高
齢

者
な
ど
の
中
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要

な
人
も
い
ま
す
。
特
に
妊
娠
初
期
の
女

性
は
薬
を
飲
む
と
胎
児
に
影
響
が
及
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
薬
に
よ
っ

て
は
母
乳
を
通
じ
て
乳
児
に
影
響
が
及

ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
は
薬
を
排
出
す
る
　
「
腎
臓
」

の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
の
で
、
薬
が

効
き
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
服
用

の
際
は
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
病
院
で
受
診
す
る
と
き
に
は
　
「
現
在

使
っ
て
い
る
薬
」
　
「
よ
く
使
う
健
康
食
品
」

「
薬
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
」
な
ど
を
詳

し
く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
事
が
不
規
則
な
人
は
服
用

回
数
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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婁　急

用　　象

三宝三三二’長　汀
◆

ト＿

春
に
引
き
続
き
、
会
員
を
募
集
し

て
い
る
町
内
の
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク

ル
を
紹
介
し
ま
す
。

芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
そ

れ
か
ら
、
食
欲
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
何
か
を
始
め
る
に
は
き
っ

か
け
が
必
要
。
こ
の
歌
、
新
し
い
趣

味
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

広
中
卓
球
ク
ラ
ブ

●
と
　
き
　
毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
0
0
分
～
9
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
対
　
象
　
小
学
生
以
上

●
費
　
用
　
5
0
0
0
円
／
年

（
学
生
は
無
料
〉

●
申
し
込
み
　
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

ま
た
は
直
接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
対
∴
象
　
小
学
生
以
上

※
各
地
区
で
活
動
し
て
い
る
人
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い

●
費
　
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

ま
た
は
直
接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
月
例
会

ゆ
っ
た
り
と
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
で
身

体
を
温
め
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
、
格
闘
技

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
で
汗
を
流
し
ま
す
。

気
擬
に
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

▽
毎
週
月
曜
日

午
前
1
0
時
1
5
分
～
日
時
4
5
分

遠
賀
町
武
道
場

（
遠
賀
町
中
央
公
民
館
横
）

▽
毎
週
火
曜
日

午
後
8
時
1
5
分
～
9
時
4
5
分

木
守
公
民
館

●
対
∴
裏
　
町
内
・
近
隣
に
住
ん
で
い
る
人

●
会
　
費
　
2
0
0
0
円
／
月

（
入
会
金
1
5
0
0
円
）

●
申
し
込
み
　
渡
辺
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
3

園地
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
好
き
な
方
大
歓
迎
。

●
と
　
き
　
毎
年
4
月
か
ら
1
0
月
ま
で
の

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日

午
後
7
時
5
0
分
～
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
　
象
　
3
0
歳
以
上

●
費
　
用
　
5
0
0
0
円
／
年

（
入
会
金
1
0
0
0
円
）

●
申
し
込
み
　
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
親
睦

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

●
と
　
き
　
毎
月
第
3
木
曜
日

午
前
9
時
5
0
分
～

※
雨
天
時
は
第
4
木
曜
日

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
過
勤
公
園

ク
ラ
ウ
ン
ド
i

●
対
　
象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

●
申
し
込
み
　
直
接
会
場
に
来
て
く
た
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル

フ
協
会
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

●
申
し
込
み

幼
児
（
年
長
児
）
、
小
学
生
、

中
学
生

3
5
0
0
円
／
月

中
士
口
さ
ん
〈
午
後
6
時
以
堕

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
6
1

遠
賀
剣
道
教
室

1
6
年
の
伝
統
を
も
つ

全
日
本
空
手
道
遠
望

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

健
康
の
た
め
、
身
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
、
つ
。

●
と
　
き
　
毎
月
第
3
木
曜
日

（
雨
天
時
は
次
週
に
順
延
）

午
前
日
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド

佐
木
師
範
　
へ
六
段
）
　
の
も
と
、
生
徒

達
が
伸
び
伸
び
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
楠
神
と
身
体
を
鍛
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き

▽
毎
週
火
曜
日

午
後
6
時
0
0
分
～
8
時
5
0
分

▽
毎
週
土
曜
日

午
後
3
時
0
0
分
～
5
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー

剣
道
で
心
と
体
を
き
た
え
よ
う
。
元

気
な
子
供
を
募
集
し
ま
す
。
い
つ
で
も

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
と
こ
ろ
毎
週
月
・
金
・
土
曜
日

午
後
6
時
～
7
時
5
0
分

速
賀
田
武
道
場

（
遠
賀
町
中
央
公
民
館
横
）

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
申
し
込
み
　
1
0
月
1
7
日
（
金
）
、
2
4
日

（
金
）
　
の
午
後
6
時
ま
で
に

遠
賀
町
武
道
場
へ
直
接
来

て
く
だ
さ
い
。
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●
問
い
合
わ
せ
　
山
口
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
7
9
7

江
嶋
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
7
8
8
9

※
貸
防
具
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
相
談

く
だ
さ
い
。

や
さ
し
い
民
謡
教
室

大
き
い
声
を
出
し
て
思
い
切
り
唄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
毎
週
火
曜
日
　
（
月
3
回
）

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

●
と
こ
ろ
　
広
渡
公
民
館

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
善
　
用
　
1
0
0
0
円
／
月

（
会
場
使
用
料
別
途
必
要
）

●
申
し
込
み
　
清
水
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
5
8
0

佐
藤
先
生
の
も
と
で
練
習
し
て
お
り
、

年
数
回
病
院
な
ど
の
訪
問
演
奏
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
ぜ
ひ
一
度
見

学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

午
後
1
時
～

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
　
用
　
4
0
0
0
円
／
3
か
月

●
申
し
込
み
　
柴
田
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
2
5

起
の
良
い
銭
太
鼓
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日
（
月
3
回
）

午
後
7
時
5
0
分
～
9
時

●
と
こ
ろ
　
広
瀬
公
民
館

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
　
用
　
1
0
0
0
円
／
月

〈
冷
暖
房
・
会
場
使
用
料
別
途
必
要
）

●
申
し
込
み
∴
満
水
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
5
8
0

●
申
し
込
み
∴
萩
尾
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

ま
た
は
直
接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
　
用
　
5
0
0
円
／
月

●
申
し
込
み
　
岩
崎
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
8
7
7

遠
賀
手
話
の
会

踊
り
太
鼓
教
室

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

ウ
レ
ズ
パ
ン
点
－
モ
吉
書
写

童
謡
か
ら
演
歌
ま
で
楽
し
み
な
が
ら

●
と
　
き
　
1
0
月
1
4
日
（
火
）
　
か
ら

1
2
月
1
6
日
　
（
火
）
　
ま
で
の

毎
週
火
曜
日

午
後
1
時
5
0
分
～
3
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
武
道
場

（
遠
賀
町
中
央
公
民
館
横
）

●
灼
∴
象
　
6
5
歳
以
上
の
社
交
ダ
ン
ス

初
心
者

●
定
　
員
　
2
0
人
（
参
加
者
多
数
の
場
合
は
調
整
〉

●
費
　
用
　
3
0
0
円
／
鳳
鼎

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る
服

装
、
上
靴
（
ヒ
ー
ル
の
高
く

な
い
靴
）
、
飲
物
、
筆
記
具

●
申
し
込
み
　
1
0
月
1
4
日
　
（
火
）
、
2
1
日

（
火
）
　
の
午
後
1
時
0
0
分
ま

で
に
遠
賀
町
武
道
場
へ
直

接
来
て
く
だ
さ
い
。

民
謡
・
唄
に
あ
わ
せ
て
太
鼓
を
う
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
毎
週
月
曜
日
（
月
3
回
）

午
後
7
時
0
0
分
～
9
時

●
と
こ
ろ
　
広
波
公
民
館

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
　
用
　
1
5
0
0
円
／
月

（
会
場
使
用
料
別
途
必
要
）

●
申
し
込
み
　
清
水
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
5
8
0

手
話
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
方
、
プ

チ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
望
ん
で
い
る
方
は
、

一
度
、
手
話
の
会
の
教
室
を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
本
だ
け
で
は
学
べ
な
い
、

活
き
た
手
話
を
先
生
方
や
仲
間
と
一
緒

に
学
習
や
交
流
会
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽

し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方

で
も
大
歓
迎
で
す
。
是
非
見
学
に
来
て

み
て
く
だ
さ
い
。
明
る
い
仲
間
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日

午
後
7
時
～
9
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
　
用
　
2
5
0
0
円
／
年

●
申
し
込
み
　
岩
崎
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
8
7
7

南
京
玉
す
た
れ

わ
か
ば
の
会

口
上
に
合
わ
せ
て
玉
す
た
れ
を
自
由

自
任
に
操
り
な
が
ら
楽
し
く
み
ん
な
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
門
司
港
レ
ト
ロ

「
オ
リ
オ
ン
の
夕
べ
」
　
に
出
演
し
た
り
、

施
設
訪
問
し
た
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

午
前
1
0
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
要
　
用
　
3
0
0
円
／
月

（
入
会
金
5
0
0
円
）

●
申
し
込
み
　
三
宅
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
8
2
5

手
話
ほ
の
ぼ
の
会

遠
賀
太
鼓
の
会

銭
太
鼓
教
室

安
来
節
で
お
な
じ
み
の
出
雲
名
物
、
緑

▽
初
心
者
　
毎
週
火
曜
日

牛
後
7
時
5
0
分
～
9
時
3
0
分

▽
レ
ギ
ュ
ラ
ー
　
毎
週
土
曜
日

午
後
8
時
～
1
0
時

速
質
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

小
学
生
以
上

な
し（
入
会
金
3
0
0
0
円
）

会
の
名
前
の
と
お
り
な
「
」
や
か
な
ム
ー

ド
の
会
で
す
。
先
生
方
と
の
手
話
を
使
っ

た
交
流
の
中
か
ら
も
様
々
な
手
話
の
使

い
方
を
勉
強
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方

で
も
抵
抗
な
く
と
け
込
め
る
笑
い
の
た

え
な
い
会
で
す
。
教
室
に
一
度
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
毎
週
土
曜
日

午
前
1
0
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
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福岡県が作成する都市計画案に
関する公聴会

臆案の事前閲覧
●と　き10月15日（水）～10月29日（水）

（土日を除く午前8時30分～午後5時）

●ところ　▽福岡県建築都市部都市計画課
▽遠賀町役場都市計画課

○都市計画案に関する公聴会
●と　き11月21日（金）午後7時～9時

●ところ　遠賀町役場2階　大会議室
●内　容　遠賀都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の決定

（福岡県決定）
●公述希望の申し出　当該都市計画地域の住民その他の利害関

係者で公述を希望する人は、10月29日（水）までに公述申出

書を福岡県建築都市部都市計画課に提出する必要があります。
公述申出書の様式は上記事前閲覧場所にあります。（公述申出

書多数の場合は公述人の選定が行なわれることがあります）

●その他

傍　聴　傍聴を詩聖する人は、当日、会場で開催の30分前か

ら傍聴券を交付します。（公述人除く）なお、申し込み多数
の場合は抽選となります。

開催の中止　公述の申し出がない場合はこの公聴会は中止しま

す。傍聴希望者は、開催の有無について、事前に県のホー
ムページ、直接問い合わせにより確認してください。

●問い合わせ

福岡県建築都市部都市計画課行政係
℡092（651）1111

ホームページ　http’／／www．pref．fukuoka．jp

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

四
季
を
彩
る
花
々
で
、
誕
生
日
の
お

祝
い
の
花
、
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

花
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
の
行
事
の

花
、
テ
ー
ブ
ル
を
飾
る
花
。
自
分
で
作

り
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
毎
月
第
1
・
3
土
曜
日

午
後
1
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
　
用
　
2
0
0
0
円
／
月

●
申
し
込
み
　
香
取
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
2
2

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
　
用
　
3
0
0
0
円
／
月

●
申
し
込
み
∴
萩
本
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
3
8
0

「
遠
賀
町
誌
」
を
読
む
会

手
編
み
教
室

形
の
良
い
製
図
と
編
み
方
を
習
っ
て
、

手
持
ち
の
古
毛
糸
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
素

敵
な
ニ
ッ
ト
に
再
生
。
健
康
の
為
に
も

手
先
を
使
う
編
物
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
毎
週
金
曜
日
（
月
4
回
）

午
前
日
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
町
内
・
隣
接
地
に
住
ん
で
い

る
人
　
（
初
心
者
歓
迎
）

●
費
　
用
　
2
5
0
0
円
／
月

●
申
し
込
み
　
山
田
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
〉
　
0
1
4
0

郷
土
遠
賀
の
歴
史
学
習
を
通
じ
て
、

遮
蔽
の
現
在
と
未
来
を
一
緒
に
考
、
え
、

歴
史
を
語
り
継
ぎ
な
が
ら
　
「
歴
史
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
　
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
月
1
回
（
不
定
期
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
と
な
た
で
も
可

●
申
し
込
み
　
1
0
月
2
3
日
（
木
）
　
の
午
前

1
0
時
に
遠
賀
町
中
央
公
民

館
へ
画
接
来
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
渡
辺
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
4
5
6

寺
山
雰
畜

デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・
ひ
と
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
人
形
劇
（
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
）

昔
む
か
L
あ
る
と
こ
ろ
に
…
…
で
始
ま
る
桃
太
郎
。

で
も
、
桃
太
郎
が
泣
き
虫
だ
っ
た
ら
？

●
と
き
　
日
月
2
9
日
（
土
）
　
［
開
場
］
牛
後
6
時
［
開
演
］
午
後
6
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
※
託
児
・
手
話
が
あ
り
ま
す

●
入
場
整
理
券
　
5
0
0
円
（
大
人
／
小
学
生
以
上
）

※
遠
賀
町
教
育
委
員
会
窓
口
、
遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
「
デ
フ
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
ひ
と
み
」
実
行
委
員
会
　
古
畑
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
7
4
4

遠
賀
青
葉
句
会
（
俳
句
）

か
な
細
字
－

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
神
戸
の
横
倉

吾
郎
先
生
に
師
事
さ
れ
て
い
る
丸
井
先

生
の
も
と
で
か
な
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
毎
週
火
曜
日
（
月
4
回
）

午
後
1
時
～
3
時

自
然
や
日
常
の
身
の
回
り
の
こ
と
を

十
七
文
字
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
大
歓
迎
で
す
。
俳
句
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
、
「
二
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
と
　
き
　
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日

午
前
同
時
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
　
用
　
2
0
0
0
円
／
月

●
講
　
師
　
福
岡
県
俳
句
協
会
理
事

岸
原
酒
行
さ
ん

●
申
し
込
み
　
結
成
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
0
0



教育相談室
児童・生徒・保護者からのご相談を受け付けます。

秘密は固く守られますのでお気軽にご相談ください。

こんなときにご相談ください

▽学校に行けない、行かない

▽学校生活に関わる問題

▽小・中学校・養護学校への就学

▽その他、子どもの教育上の問題

●と　き　毎週月・水・金曜日

午前8時30分～午後5時

●ところ・問い合わせ

遠賀町役場2階教育相談室

℡（293）9100

自分の目標をみつけ、マイペースで学

習・活動に取り組むことができます。

●対∴象　不登校児童・生徒

芦屋町医療職員採用試験 
（平成16年4月1日採用予定） 

●受験資格（次のいずれにも該当する人） 

▽看　護　師 
・昭和49年4月2日以降に生まれた人 

・看護師免許を持っている人 

（平成15年度実施国家試験で免許取得見 

込み含む） 

▽放射線技師 
・昭和51年4月2日以降に生まれた人 

・診療放射線技師免許を持っている人 

（平成15年度実施国家試験で免許取得見 

込み含む） 

●締め切り10月31日（金） 

※郵送は10月27日（月）消印まで 

●申し込み　芦屋町役場　総務課人事係 

℡093（223）0881 

〒807－0198 

遠賀郡芦屋町宰町2番20号 

（郵送請求の場合は、討筒の表面に「採用試 

験申込」と朱書きのうえ、住所・氏名を記入 

した返信用封筒に430円分の切手を貼付した 

ものを同封し、筒易書留で請求してください） 

9（伽

青少年に関する合同相談窓口
青少年をとりまく社会環境が悪化し、そうした中で

いろいろな悩みを持つ青少年が増えています。また、

その親にもいろいろな悩みがあると思います。福岡県

では、「児童相談所」、「精神保健福祉センター」、「子ど

もホットライン24」、「親・おや電話」、「少年サポー

トセンター」の5つの相談窓口と共同で、青少年のた

めの合同相談窓口を開設します。

●と　き10月28日（火）～10月30日（木）

午前9時～午後4時30分

●相談電話番号
℡0942（37）7867

●相談内容　子育て、家庭教育、

いじめ、ひきこもりなどの悩み　埴

（面接相談も受け付けます）

●問い合わせ　　　　　糠
福岡県生活労働部青少年課指導係

℡092（643）3388

悲愁の俳人杉の久・女遺作・遺墨展

北九州市を舞台に、大正から昭和にかけて活躍した

近代俳句の先駆者「杉田久女」の作品を展示します。

●と　き10月31日（金）～11月28日（金）

●ところ　遠賀町中央公民館

●内　容　直筆通塾、掛け軸、句集下番　ほか

●費　用　無料

●問い合わせ　小円さん　℡（293）1322

日
月
1
3
日
（
木
）
、
2
0
日
（
木
）

▽
中
等
部

日
月
1
9
日
（
水
）
、
2
6
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
前
9
時
0
0
分
～
日
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
福
岡
薬
誰
学
校

（
糟
屋
郡
新
宮
町
緑
ケ
浜
）

●
対
象
　
平
成
1
6
年
4
月
に
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
に
入
学
予
定
の
人

●
締
め
切
り
　
1
0
月
3
1
日
（
金
）

●
申
し
込
み

▽
福
岡
糞
護
学
校

℡
0
9
2
　
（
9
6
3
）
　
0
0
3
1

▽
遠
賀
町
教
育
委
員
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

英
彦
山
の
参
道
脇
に
あ
る

杉
田
久
女
の
句
碑

街
し
て
　
山
ほ
と
と
ぎ
す

ほ
し
い
ま
ゝ
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巽塾 
下水道の普及促進啓発運動

を減らしたい

全国交通安全キャラバン隊

I一　　　　　　　　点一二 

老二∴　　　言÷塁－ 
I ����岨 

離 日′言 � �� 
十　千 

lr三 ㌦雷 電1 ％ �）ニi I ��灘髄鞘 

鞘一　　議蘭は上皿‾　ib 

遠賀Iii下流浄化センター通水式

賀・中間・鞍手地域の下水を処理するための施設、遠賀川下流国
浄化センターの供用を開始する通水式が8月28日に行なわれました。

今まで以上に遠賀Iiiや玄界灘の水質悪化を食い止め、きれいな水

環既の実現にi卸ナ大きな手助けとなります。

また、9月10日の「下水道の日」に併せて、ふれあいの里で下

水道の普及促進を呼びかけました。遠賀町では、7月1日から虫生

津・浅木・木守の一部地区で下水道が使えるようになっています。

下水道が普及すると台所や風呂場の排水が側溝などに流れなくなる

ので蚊やハエの減少や側満目水路の臭いがなくなる、といった効果

があります。

今後も下水道整備の推進に対して、みなさんのこ理解、ご協力を

よろしくお願いします。

「∴1鵜HL：h i 　ボ“＼i伝書／ （ li f‾ど ∴∴∴ 

〔∽10

ノ際‾ 

t �� �＼ 

d I彊 �闇 �／／　　　∴－＼ 

一千　　一」1 　〃・eL ��・甲 

2年灘、

出監督率いる広瀬スポーツ少年団が、昨年に引き続回
き西日本大会出場という快挙を成し遂げました。

10月25日、26日に東広島市で行われるこの大会、昨年

は準優勝と悔しい思いをしましたが、今年はその成細こ負

けないよう、みなさんの応援を力に楠一杯頑張ってきます。

諦
藷

°
鵬
緯
補
肝

下
水
道
の
普
及
促
進
啓
発
運
動

因
州
の
大
動
脈
で
あ
る
国
道

3
号
線
が
通
る
遠
賀
町
に
、
9
月
5
日
、

内
閣
官
房
長
官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

携
え
、
全
国
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

車
社
会
の
進
展
と
と
も
に
遠
賀
町
で

も
交
通
事
故
の
件
数
は
増
え
て
い
ま

す
。
悲
し
い
事
故
の
増
加
を
食
い
止
め

る
に
は
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
、
モ
ラ

ル
の
向
上
や
見
通
し
の
良
い
進
路
整
備

な
ど
が
交
通
事
故
の
防
止
に
大
き
く
役

立
つ
は
ず
で
す
。

全
国
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
み

な
さ
ん
か
ら
頂
い
た
、
交
通
安
全
に
対

す
る
「
熱
い
心
」
に
応
え
る
ぺ
く
、
交
通
安

全
の
気
持
ち
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



細賀葛

みん揃軋lていまし定

匡二重］このコーナーでは、県
大会以上の輝かしいスポーツの
結果を募集しています。企画調
整係に連絡してください。

グラウンドゴルフ

交流会

●と　き

10月26日（日）

［受付］午後1時～

※雨天中止

●ところ

遠賀総合運動公園

グラウンド

●対　家

町内に住んでいるかまたは働いてい

る人（小学4年生以上）

●申し込み

直接会場に来てください

●問い合わせ

遠賀コミュニティーセンター

℡（293）6525

日…　　西‡　か �遠 �漸；　秋を　　袖丈 �遠 �や　　　　鍬 �遠 � � 盛も’阿ま　さ に　の　氷 ��ぐ　扇ぎ　木享 に　ひ　の ��瀞寡∴∴書や 糟だ 
鍬　屋　舟 振　根　が �賀 �晴　ら　千 れ　け　年 �賞 ��賀 ��短 

り　漸　近 上 �青 葉 �で　　は　　が �俳 ��短 
し　づ げ　き　き ��と　福　過 ん　助　ぎ �友 ��歌 ��俳孫、 匂 

詰∴嵩高黒 字大字雪蟹 �句 会 抄 �邁繭縄 �句 会 抄 ��会 講 革 
貴　　子　　子 ��ミ　り　　子　る　　子　り 

小
学
生
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

臆
▽
準
優
勝
　
田
園
北
I

▽
第
3
位
　
今
古
賀
A
・
田
圃
南
A

賀
遠
賀
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
8

9
月
4
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
で

‖
チ
ー
ム
7
0
人
が
参
加
し
て
遠
賀
町
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
　
勝
　
虫
生
津

▽
準
優
勝
　
緑
ヶ
丘

▽
第
3
位
　
広
渡
B

8
月
3
1
日
、
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー
と

遠
賀
町
第
一
町
民
体
育
館
で
3
2
チ
ー
ム

3
8
0
人
が
参
加
し
て
小
学
生
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

音
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
優
　
勝
　
鬼
津
A

▽
準
優
勝
　
木
守
B

▽
第
3
位
　
木
守
C
・
虫
生
津

音
遠
賀
町
第
一
町
民
体
育
館

▽
優
　
勝
　
田
園
南
子
供
会
B

［

第
的
回
国
民
体
育
大
会

（
夏
季
大
会
）

静
岡
県
富
士
水
泳
場
で
9
月
1
4
日
に

開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
水
泳
競
技

で
本
田
大
祐
さ
ん
　
（
鬼
津
・
九
産
大
九

州
萬
）
　
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
少
年
男
子
A
　
（
2
0
0
m
背
泳
ぎ
）

▽
準
優
勝
　
本
田
　
大
祐
　
2
分
0
5
秒
0
0

先
日
、
友
人
の
マ
リ
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
知
人
を
招
い
た
。
そ
の

知
人
セ
ー
ラ
か
ら
送
ら
れ
た
来
日
前

の
メ
ー
ル
は
巧
み
な
日
本
語
だ
っ
た
。

彼
女
か
ら
種
話
が
あ
っ
た
の
で
会

い
に
行
っ
た
。
何
と
し
て
で
も
日
本

語
習
得
の
コ
ツ
を
聞
き
た
か
っ
た
。

「
う
～
ん
、
そ
う
ね
難
し
い
と
こ

ろ
も
あ
る
わ
ね
。
漢
字
の
読
み
方
に

し
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
し
、
音
読
み
、

訓読み・⊥（
オ
ン
ヨ
ミ
ク
ン
ヨ
ミ
？
）

「
学
校
で
学
ぶ
言
葉
と
実
際
に
使

わ
れ
る
方
言
と
の
違
い
‥
　
二

（
ワ
ン
！
そ
れ
は
よ
く
分
か
る
。

義
母
の
言
葉
は
聞
き
取
れ
な
い
）

「
ア
ウ
ン
の
呼
吸
な
ん
て
こ
と
も

あ
る
し
わ
」

（
ア
ウ
ン
ノ
コ
キ
ュ
ウ
？
）

「
ど
ん
な
字
だ
っ
た
っ
け
？
私
書

け
な
い
わ
よ
」
　
マ
リ
が
言
っ
た
。

「
あ
あ
、
こ
う
よ
I
L

阿
畔
の
呼
吸

セ
ー
ラ
は
左
手
で
ス
ラ
ス
ラ
と
書

い
て
み
せ
た
。
中
国
語
も
勉
強
し
た

し
日
本
語
の
漢
字
は
ほ
ほ
全
部
書
け

る
と
言
っ
た
。
マ
リ
の
母
親
と
は
日

本
の
首
相
選
や
景
気
に
つ
い
て
博
多

弁
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
。

強
調
し
て
お
く
が
、
彼
女
は
日
本

在
住
で
は
な
い
。
シ
ド
ニ
ー
に
住
ん

で
い
る
。
「
セ
ー
ラ
く
ら
い
着
け
れ
ば

（
彼
女
は
2
5
歳
）
外
国
語
の
習
得
は
カ
ン

タ
ン
さ
」
　
と
、
会
う
前
に
言
っ
て
い

た
負
け
惜
し
み
は
ど
こ
か
に
飛
ん
で

行
っ
て
し
ま
っ
た
。

習
得
の
コ
ツ
の
レ
ベ
ル
は
遭
い
す

ぎ
て
何
の
参
考
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

日
本
語
ベ
ラ
ベ
ラ
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
彼
女
の
背
景
に
あ
る
教
護
、
日

本
文
化
へ
の
見
識
の
高
さ
、
知
識
の

量
に
完
全
に
脱
帽
だ
。

あ
っ
ぱ
れ
セ
ー
ラ
　
（
レ
ベ
ル
が
商

い
と
は
聞
い
て
い
た
が
）
　
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
日
本
語
教
育
に
も
讃
辞
を

送
り
た
い
。

遠
賀
の
学
校
か
ら
も
、
第
2
の
日
本

の
セ
ー
ラ
が
誕
生
し
て
ほ
し
い
な
ぁ
‥

と
思
い
つ
つ
、
同
時
に

「
パ
パ
二
二
ホ
ン
ゴ
オ
ン
エ
テ
ク

ダ
サ
イ
」

家
に
帰
っ
て
娘
に
頭
を
下
げ
た
。

一
日
も
早
く
日
本
語
を
し
ゃ
べ
ら

れ
る
日
を
祈
る
の
で
あ
っ
た
。



みんなの財産がなくなっていぐ・・・・・ 

図書館からのお願い 
切り抜かれた本 

たとえば・・・ 　：：∴∴＿●’∵∴「：∴ ければならない資料（本や 雑誌など）や、図蜜館バッ 

クが多く出てきています。　　　　　　　　　　　　汚れてしまった本 

恒賀町図書館の！ ［墾損本・不明本1 369冊そ 460，032円相当が無 （蔵書数の0・56％）な嘉 ���糀▲、6 －理整… �月19日から6月30日まで蔵二軋点検（図書館資料の所蔵状態確認と整 頓）を行ないました。この大事な作業は、遠質町の大切な財産を管 

理する の結果……349 くなっていました んの大切な資料力 註館でも、日常の � 

館内の巡回なども強化していますが、残念な結果となっています。　　　　Il＼ 

遠賀町立図書館の最近の実績 

－ �貸出数 （千冊） �蔵書数 （千冊） �人口1人当り ��登録率 �回転率 （同一本の貸出数〉 � 貸出数（冊） �蔵書数（冊） 
遠　賀　町 �225 �64 �11．4 �3．2 �51．8％ �3．5回 

A　　　町 �358 �83 �11．2 �2．6 �44．1％ �4．3回 

B　　　町 �205 �73 �6．6 �2．4 �56．7％ �2．8回 

C　　　町 �32 �39 �2．0 �2．4 �8．9％ �0．8回 

D　　　市 �133 �116 �2．8 �2．4 �37．5％ �1．1回 

北九中央図書館 �2．547 �1．398 �2．5 �1．4 �17．8％ �1．8回 

福岡中央図書館 �4，455 �1．500 �3．3 �1．1 �31．6％ �3．0回 

∴∴∴上 ㈱＼＼、㌣課彰　一・十一饗轡 読書の秋だね。散歩の途中にちょっと寄り道eウッドデッキで一二∴三三奇手 �������鉦：∴掛i I「 ノ ＿lo－○（一一 支、． ∴；1年 ∴∴ 

ヽ 

西川の流れに目をやりながら読書なんていうのもいいものだよ。 ������� 
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ヌ �書館庶 �り妙 ．onga．fukuoka．jp 
●　　　　　　ll 

●ホームページアドレス　http：／／www．iibra 

回国回国回国固田圃
映画上映会
●と　き10月19日（日）

●ところ　多目的室

●上映作晶　子とも向け　午前10時30分～11時

大人向け　牛後2時30分一3時30分

絵本の読み聞かせ
●と　き10月11日、25日、11月1日、8日

毎週土曜日　牛後2時30分～

●ところ　お話の部屋

絵本の読み聞かせ講座（経験者コース）
●と　き　▽第2回10月23日（木）

▽第3回11月6日（木）

いずれも午前10時30分一12時30分

●ところ　多目的宣

読書週間企画展「遠賀川周辺を訪ねて」
●と　き10月11日（土）～18日（土）

●ところ　多目的室

●内　容　遠賀Iii周辺地域、北九州の郷土資料とゆかりの

作家、文学作品の展示

口開聞囲圃閤同園臆閏捌開聞園【】

「北九州・筑患来紫覿歩」
－北九州の先人たち－

轟　良子さん
（北九州市立中央図書館勤務）

●と　き10月18日（土）　午後2時～3時30分

［開場］午後1時30分

●ところ　遠賀町立図書館　多目的室

●費　用　無料

●定　員　60人（先着順）

※図書館で配布している整理券が必要です

●その他　託児あります（事前に申し込みが必要）

●問い合わせ　遠賀町立図書館　℡（293）9090

13（∽

回国回国囲
◆一般書

『ハリガネムシ』

吉村　寓壱著

底辺を這いずる女と高校教

師。身の内に潜む「悪」を描く、

今回の芥川賞受賞作。

『ジャンビング☆ベイビー』　i

野中　柊善1

別れた夫と愛猫の埋葬へ。苦

い日々を思い出し、新しい生へ

の愛おしさを思う。

『博士の愛した数式』　　　　　剃雄

小IiI　洋子善

この世界は驚きと歓びに満ち

ていると…博士と私そして息子

の3人の奇妙な関係。

『ルビー』
工マ“フォレスト苦

闘尾　正子訳

満たされない心の隙間を埋め

るため、自分を傷つけるルピー。

アメリカ女性の共感を呼んだ青

L持し盛　　　i

書小説。

『夕映えの遵』

ドリスーレツシンク善　o

篠田　綾子訳

夫と母を亡くした主人公は老 二銑」
女と出会い、人間的な絆で結ば　夕映えの逼

れていく。

『速効！ごほんカ100』

村上　祥子著

手軽でおいしくで、サプリメン

トよりずっと効くワンディッシュ

こはん。

◆児童書
『せかいいろうつくしい

村へかえる』

小林　豊作・絵

アフガニスタンへの長

い長いひとり旅。なつか

しい故郷でみたものは。

『イザベルと天使』

ゲオルグ・ハレンスレーベン絵

ティエリー・マ二工作

子ぶたのイザベルがある

日、絵の中の天使に恋をし

ました。



情
Living

Information

報

閣
役場　℡293－1234

鰯絶筆堀膨
◇中央公民鍵
水墨画（水墨画同好会）
10月31日まで

◇ふれあいの里
和紙（ちぎり絵）

010月31日まで　o

だnb、のために
わたしができる
借り物

10月は臓器移植普及推進月間です

臓静態供意思表示カート

㊤ぇ蛋∵三線
’ゥ、‡平

，ふ▲lミ妻

家族とよく話し合って、自分の

意思を臓器提供意思表示カートに

きちんと表示しておきましょう。

（役場福祉課窓口にあります）

●問い合わせ

福岡県メディカルセンター

℡092（432）5577

（肋14

く

ら

し

す
く
す
く
ひ
る
は

●
と
き
　
1
0
月
2
1
日
（
火
）

雷
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
2
か
月
～
1
歳
未
満
児

●
内
容
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
体
重
、
身
長
計

測
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
糞

士
に
よ
る
離
乳
食
指
導
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

日
間
開
聞
関
　
　
∴

（
フ
ッ
素
塗
布
）

弱
っ
た
乳
蘭
を
早
め
に
見
つ
け
、
噛

み
が
き
ゃ
お
や
つ
の
工
夫
な
ど
で
、
元

気
な
乳
歯
を
と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
1
0
月
2
8
日
（
火
）

蔓
付
］
午
後
1
時
～
1
時
1
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
灼
象
∴
平
成
1
3
年
7
月
か
ら
9
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
対

象
外
の
2
歳
か
ら
3
歳
未
満
児
で
、

フ
ッ
素
塗
布
を
希
望
す
る
場
合
は
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
内
容
　
歯
科
集
団
指
導
、
歯
科
健
診
、

フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者
）
、
育
児
相
談

（希望者）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

タ
オ
ル
、
歯
ブ
ラ
シ
　
（
フ
ッ
素
塗
布
2

回
目
以
降
の
人
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

エ
ン
ジ
ョ
イ
n
e
W
ス
ポ
ー
ツ
教
室

気
軽
で
楽
し
い
体
育
指
現
員
に
よ
る
迎
動

教
室
で
す
。
直
接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
1
0
月
2
4
日
（
金
）

午
前
1
0
時
～
日
時
5
0
分

［
琶
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

●
内
容
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る
服

装
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

引
業
急
き
き
い

献
血
車
が
ま
い
り
ま
す

輸
血
が
必
要
な
患
者
さ
ん
の
た
め
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き
　
1
0
月
2
9
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

（
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
玄
関
前

●
献
血
の
種
類
　
2
0
0
m
g
・
4
0
0
m
l

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

▽
1
6
歳
～
6
9
歳
（
6
5
歳
以
上
の
人
は
、
0
0

歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
必
要
）

▽
体
重
　
男
性
4
5
鴫
以
上

女
性
4
0
鴫
以
上

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

副

香

登

す

蓋

無
料
で
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
健
康
対
策
課
保
健
事
業
係

℡
0
9
2
　
（
6
4
3
）
　
3
2
7
0

●
と
き
　
1
0
月
2
4
日
（
金
）
午
前
1
0
時
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
中
学
校
横
慰
霊
塔
前

（
雨
天
時
は
遠
賀
中
学
校
講
堂
）

※
会
場
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

●
式
典
　
無
宗
教
に
よ
る
献
花
方
式

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
係

、

I

 

I

 

I

戦
没
害
追
悼
式

過
去
の
大
戦
で
は
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
戦
没
者
を
追
悼
し
、

世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

戦
没
者
追
悼
式
を
行
な
い
ま
す
。
多
数

の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

朝
鮮
半
島
－
台
活
出
身
の
旧
軍
へ
・

軍
属
等
で
あ
っ
た
方
及
び
遺
族
梱
襲
暮

日
本
政
府
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て

旧
日
本
軍
の
軍
人
・
軍
属
等
と
し
て
戦

死
さ
れ
た
方
の
逝
族
や
重
度
戦
傷
病
者

の
方
々
に
弔
慰
の
憩
等
を
表
す
た
め
弔

慰
金
等
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
心
当
り

の
あ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。
家
族
、

知
人
で
も
結
構
で
す
。



㊨恥電選勝昌ク
ー子育て相談室「ねらぴぃ」のお外遊び－

子育て相談室「わらぴぃ」
で、お外遊びを行ないます。
さわやかな秋の風とおひさま
の光を浴びながら、お外で楽
しく遊びましょう。

●と　き10月22日（水）

午前10時～正午

●ところ　渋木ふれあい広場

（ふ7櫛）いの里センタ一院

恐竜公園）

●持ってくるもの　敷き物・水筒・おしぼり・外遊び
のおもちゃ
●申し込み　直接会場に来てください。
※雨天時は、通常通り子育て相談室「わらぴぃ」での
お遊びです。

●問い合わせ　健康対策係

15（∽

●
と
き
　
1
0
月
1
7
日
（
金
）

午
後
1
時
0
0
分
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
庁
3
階

保
健
福
祉
部
会
議
室

●
請
求
期
限
　
平
成
1
6
年
3
月
3
1
日

※
相
談
日
以
外
も
、
随
時
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
福
祉
部

国
保
・
援
護
課
恩
給
係

℡
0
9
2
　
（
6
4
3
）
　
3
3
0
2

l

／
ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭

っ
て
瞥
寮
や
検
察
庁
に
訴
え
で
も
、
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。
そ
ん
な
不
満
が
あ
る
場
合
、

検
察
審
査
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
費
用

は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局

℡
0
9
3
　
（
5
6
1
）
　
3
4
3
1

一

　

　

　

　

　

　

闊

享

、

行
政
相
談
会

同
月
2
0
日
か
ら
2
6
日
ま
で
の
行
政
相

談
週
間
に
合
わ
せ
て
行
政
相
談
を
行
な

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
1
0
月
2
0
日
（
月
）

午
後
1
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
係

無
料
調
停
相
談
会

●
と
き
　
1
0
月
2
9
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

琶
午
前
9
時
4
5
分
～
年
後
2
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
八
幡
西
生
涯
学
問
セ
ン
タ
ー

折
尾
分
館
　
（
－
R
折
尾
駅
前
　
折
尾

こ
ど
も
と
母
の
図
書
館
横
）

●
梱
馨
　
折
尾
筒
易
裁
判
所
民
事
調
停
委
典

●
相
談
内
容
　
土
地
、
建
物
、
サ
ラ
金
、
代
金

盤
翼
交
通
事
故
、
そ
の
他
民
事
一
般
問
題

●
質
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
折
尾
簡
易
裁
判
所

℡
0
9
3
　
（
6
9
1
）
　
0
2
2
9

一
億
赫
撃
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー

（
福
岡
県
母
子
保
健
大
会
）

●
と
き
　
1
0
月
5
0
日
（
木
）

午
後
1
時
～
4
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（
中
間
市
避
花
寺
）

●
内
容
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
思
春
期
に
お
け
る
健
康
教
育
の
推
進

に
向
け
て
」
、
尺
八
と
琴
の
演
奏
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

℡
0
9
3
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
2

手話塑　　　）

ふ
れ
あ
い
発
表
会

●
と
き
　
1
0
月
2
6
日
（
旦
午
前
9
時
0
0
分
～

［
開
墾
午
前
9
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
響
歌
謡
埋

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
4
9

i

i

i

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

i

i

 

i

 

i

　

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

i

 

i

 

I

 

i

み
ど
り
国
禁

●
と
き
　
1
0
月
2
6
日
（
口
）

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
み
ど
り
圃
（
芦
屋
町
緑
ヶ
丘
）

●
内
容
　
バ
ザ
ー
、
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
、

大
畑
選
大
会
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ

知
的
障
害
者
適
所
授
産
施
設
み
ど
り
園

℡
0
9
3
　
（
2
2
3
）
　
3
3
1
1

一
危
険
物
準
備
講
酉
会

危
険
物
取
扱
書
試
験

り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

℡
　
〈
2
9
3
）
　
8
1
2
5

1
－
i
i
i
i
　
－
　
1
－
－
」

再
生
家
具
な
ど
の

展
示
販
売

●
と
き

1
0
月
2
7
日
　
（
月
）
　
～
日
月
2
日
　
（
円
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時
0
0
分

※
日
月
2
日
は
午
前
9
時
～
日
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
　
（
中
間
市
大
字
垣
生
）

●
対
象
　
中
間
市
・
遠
賀
郡
内
に
住
ん

で
い
る
人

●
申
し
込
み
　
申
込
用
紙
に
記
入

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
抽
選
は
、
日
月
2
日
　
〈
日
）
　
午
前

日
時
5
0
分
か
ら
）

※
購
入
品
の
配
達
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
品
目
　
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
テ
ー
ブ

ル
ほ
か
　
約
1
6
0
点

●
問
い
合
わ
せ

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

℡
0
9
3
　
（
2
4
5
）
　
5
3
7
4

▽
準
備
語
習
会

●
と
き
　
日
月
9
日
　
（
日
）

午
前
8
時
5
0
分
～
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

（
遠
賀
町
広
渡
）

●
種
類
　
乙
種
4
類
、
丙
種

●
締
め
切
り
　
日
月
8
日
　
（
士
）

●
費
用
　
2
千
円
（
会
員
・
学
生
は
千
五
百
円
）

※
テ
キ
ス
ト
、
問
題
集
代
が
別
途
必
要

▽
取
扱
書
試
験

●
と
き
　
日
月
2
3
日
（
日
）

午
前
的
時

●
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学

（
八
幡
西
区
自
由
ケ
丘
）

※
受
験
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
に
あ

⑲
締
め
切
り
や
日
之
出
余
し

、
美
、
六
郷
美
し
会
費
布
の
卒



動淀腕。寄寓餅微途診
予約者には受診券を郵送します。変更や今から申し込む場合は
ご連絡ください。

●とき“ところ

10月29日（水）　遠賀町中央公民館

10月30日（木）　ふれあいの里

11月5日（水）　ふれあいの里

11月6日（木）　遠賀町中央公民館

［受付］▽午前の部　午前9時～10時30分

▽午後の部　午後1時10分～2時30分

●対　象　昭和49年4月1日以前に生まれた人

●費　用　各500円　　　　　　　＼＼

●持ってくるもの　受診券、費用

●その他10月29日は託児があります

●問い合わせ　健康対策係

HappyBirthda　ぉたんじょうぴおめ牝う

Happy

Binhday

募　集

題蟹田⑳　　　　　このコ‾ナ‾では・誕

時華誌≒穆剛類；∴鵠書嵩謹書詔
揃迫93　脚。能椒航。◎種麹。　す。広瓢推行目の25il

峨　　　　　前までに企臨調賂係に
連絡してください。

寡言28田園〇三i畠山漢書】圏か漢音　合併俄議会のホームページができました 

8日間確園田竺1日間酷甑傍葦ミ　　協議会の規約や名簿、会議録、ス 
ケジュールなど合併に関する情報満 

●と　き10月22日（水）午後2時～　　載。みなさんのご意見・ご質問も受 

●傍聴受付　午後1時45分まで　　　　　　け付けます。 

●ところ　遠賀コミュニティーセンター　　http：〝W．ongagun－gappeI．jp／ 

●内容器欝の鯛、　m】四国監獄熟語籍i 

●問い合わせ　企画調整係 

編集“発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古讃513番地　遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　コロニー印刷

●大きな話題から小さな話題まで、みなさんにお知らせしたい情報をお待ちしています●

●
と
き
　
日
月
3
日
　
（
月
）

文
化
の
〓
　
（
雨
天
決
行
）

［
受
付
］
年
間
7
時
～
9
時

※
受
付
時
、
一
人
に
つ
き
釣
竿
を
一
本

持
参
し
て
く
だ
さ
い

［
検
量
午
前
1
0
時
0
0
分
～
正
午

［
泰
霊
午
後
1
時
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
西
川
河
岸

〈
第
一
一
道
管
橋
～
花
岡
楠
3
・
7
h
）

●
費
用
　
無
料

●
対
象
　
小
学
生
以
上

（
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

●
対
象
魚

ハ
ゼ
（
1
0
匹
の
総
重
墨

※
ル
ア
ー
、
フ
ラ
イ
、
ピ
ッ
カ
ケ
釣
り
、

舟
釣
り
、
マ
キ
エ
サ
は
禁
止

※
受
付
・
検
出
・
表
彰
式
等
は
大
会
本

部
　
（
遠
賀
町
役
場
）
　
で
行
な
い
ま
す

【
国
園
田
農
政
商
工
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

雛
　
お
ん
が
ふ
れ
あ
い

八
℃
釣
り
大
会


